
教 28 めっちゃ元気な古文書所持者

～江戸時代に庄屋や大庄屋、近代に畑村村長などを勤めた石田家に伝わる

江戸時代から近現代にかけての貴重な古文書約 4,100点を市に寄贈頂いた。

そのご厚意に対し、8代目当主石田榮代さんに感謝状を贈呈してきた。～

旧家の土蔵前でお会いした石田榮代さん（88 歳）は、よく

お喋りされるめっちゃ元気なおもしろい方だった。「何歳に見えますか」

から始まった会話は、石田さんの父・祖父のお話から、古文書の保管状況、

戦時中のご苦労や公務員としてお勤めされた話、息子さんの話と縦横無尽

で機知に富んでいた。こんな元気でお茶目な高齢者がいる本市の懐の深さ

を感じ、教育長もこんな快活な年齢の重ね方を目指したいと思った。

そんな陽気な石田さんがふと漏らされた「これでやっとほっとできる」

の一言に、これまで大切に文化遺産を守ってこられた重責がしのばれ、貴

重な史料をお預かりした側として、今後の保存と活用をしっかりやってい

かなければならない責任をヒシと感じる。

☆大勢の記者の質問にも動じることなく返答される石田さんの深さと、

昔少しかじった古文書をさも熟知しているように語る教育長の軽さ。

           


